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ビニール利用による穀物乾燥実用試験

試　　　　験　　　　場　　　　所 福島県安措郡喜久田村堀之内

試　　　　験　　　　月　　　　日
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注：上記試験のうち通風乾燥を除く3試験はいずれも11時と14時に2回穀物の切換しを行った．

6．以上の結果から考察して籾乾燥について考えて見

ると，晴天に空気の昇温効果が200Cであれば10～11月と

いえども高くなり，また穀温も表面は空気温度よりも高

くなるから40～500Cとなることも考えられ，胴割れの起

きうることが考えられ，実際に使用した農家の場合も通

風が悪く．温度だけ上げて胴割れを起している例は多い

ので，普及に移す場合は初めにビニールを密閉し，温度

1．研究の日的

を上げビニー′レの中の水蒸気を発散させ，また冷却する

ことは極めて胴割れを発生させるので固く禁じられるよ

うに注意することが必要であり，初めから半通風に外気

を通し温度上昇と同時に徐々に乾燥も進むようにすべき

であり，乾燥の進むにつれ温度も上げるようにすべきで

ある．

小型もみすり磯の特性に関する試験

大　　塚

（宮城県斎藤報恩農業館）

昭

心を集めているが性能上の特性が充分把握されていない

最近もみすり磯が小型化される傾向にあり．農家の閑　ので．これらの特性を究明して普及上の参考に資する．
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2．試験方法の概要

1．試験期日

昭和33年11月20日～26日

2．試験場所

宮城県立斎藤報恩農業館

3．供託材料

品　　種 籾の水分 籾のゲラエル其容培重 叛の18β重

ささしぐれ 15．9％ 183．4ee／150g ，．692たぎ

4．供託量

ロール巾1吋当り100吻

5．供託機の諸元
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6．従来機と小型機の比絞　　　　　　　　　　　　　ると下図の通りである．

概略として小型化された点だけを従来機と比較検討す　　機体全体として小型化されているが籾入れ漏斗の高さ

墓蓋

については（従来機純0～700鷹取，小型機は940～1，150m）

平均280虎叫、型機が高くなっている．普通人間が最も籾

入れ作業しやすい状態は鮎0閻程度である．

7．測定項目

測定項目は農林省設定の国営依析検査基準の要目に準

拠した．

3．試験の結果

1．もみすり機の運転状態
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第1表．　試　験　機　の　運　転　状　態

項

揚

米

選別脱秤及び効程の性能

第　2　表．　超小型もみす　り機試験成績表
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3．玄米の損傷

小型機においてはほとんどすべて揚穀装置（スロワー）

を採用しており，玄米に損傷を与える機会がより多くあ

るので特にこの点を重視して検討して見たが，その結果

写真に示す通りである．

4．考　　　案

以上の結果は代表的な小型機5機の成折を従来機の性

能と比較したもので，傾向として認められた事項を列挙

苧誓‾千、㌢
小型機 1　摺出し米2　仕上げ米 普通機主星毘聖娼

すれば次の通りである．

1．大体小型機は原動機1馬力を対象に設計されてい

るものと思はれるが∴試験結果から見ると充分1馬力で

性能を発揮出来る．

2．選別性能について見ると1番口良玄米重量歩合・

3番口秤重量歩合・3番口穀粒重量歩合ともに従来機よ

りおとるように見受けられる．これは機体が小型化され

た関係で唐箕・万石も小型化され，その割に脱樺能率は

余り変らないので，風選能率・遠敷能率との釣合いが充

分でないためと考えられる．特に仕上げ玄米ロへの秤の

混入が目立ったが，この点吸引型唐箕を採用しているも

のは成績が良いように思はれる．

3．効程については吋当りの能率は大分低くなってい

るが，馬力当り能率は多少高くなっており，経済的には

有利である．

4．玄米の損傷については砕米歩合と胴摺れにつき調

査したが，いづれも従来機より悪い成績を示した．これ

はスロワーのケースと羽根の間隙スクリ1－コソベア部

の間隙等が問題であると思はれる．

馬鈴薯一小麦の作付けにおける作業の合理化

尾　形　　　浩・関　村　武　士

（東　北　鼻　試）

1．は　し　が　き
後収穫までの間にメヒシバを主体とした雑草が急激に繁

茂し，薯掘り及び小麦播種作業は手先除草を行わねは，

馬鈴薯一小麦の作付順序では‥馬鈴薯の茎葉黄変期以　畜力・機械力の利用が困難になる．本試験では，馬鈴薯


